
学校教育目標：ふるさとを誇りに思い、やさしく ・ かしこく ・ たくましく・生きる麓っ子の育成 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

１日（火）生活集会                                      １６日（水）平和集会 
               ３日（木）フッ化物洗口                                   １７日（木）フッ化物洗口 
            ９日（水）読み聞かせ                                           給食最終日 

10日（木）いじめ・いのちを考える日、フッ化物洗口        １８日（金）終業式 
15日（火）地区児童会 

 
 

17日（日）親子美化作業（7：00～）                    26日（火）5時間授業・給食開始 
２５日（月）始業式（３時間授業・給食なし・１１：３０下校）              14：35下校 
         生活集会                                            

麓小学校便り 

    

  

 
思いやりがあり、素直な子  
話をよく聞き、考えがもてる子 
体を鍛え、粘り強い子 

令和 ７年 ６月２７日 

文責 校長 松尾 天 

６月８日（日）の授業参観には、天気が不安定な中多くの皆さんにお越しいただきありがとうござい 

ました。保護者の皆様に見られていることもあり、普段以上に頑張っている児童の姿も目にし、微笑まし 

かったです。 

前回の授業参観（5月14日）から1ヶ月弱が過ぎました。「新しい学級（1年生については学校そ 

のもの）に慣れてきた様子」、「成長している姿」を見ていただけたら何よりです。 

私自身も校内を見て回っていたのですが、その中で心に残った光景がありましたので紹介します。 

その光景は、休み時間が終わり、授業が始まろうかとするその時に、廊下にいらっしゃった二人のお父 

さん（お子さんも含めて知り合い同士のように感じました）の会話から始まりました。お子さんの姿を見 

て、「心身の成長を感じる」という趣旨の話をされていたお父さん方でしたが、その最中に授業開始の 

チャイムが鳴りました。その直後でした。お父さん方は、「授業が始まるので、話はやめましょう」と、すぐ 

に参観モードに切り替えられたのです。私自身が心を洗われたような気持ちでした。 

授業参観では道徳の授業を実施した学級もありましたが、まさに「実生活における道徳観」を示して 

いただいたように思います。私たち教員も含めて、子どもたちの前に立つ大人が様々な生活の場面で 

今回のように、モデルとなる道徳観を示していきたいものです。 

 

 

昨年までは、全校表彰を行う時は「体育館（場合によってはオンライン）での全校集会」の際に行って 

きました。全校児童の視線が集まる中での表彰はもちろん意味があると考えます。しかし、「集会等の回数が少ないの

で、表彰の依頼があってもすぐに実施できない」や「1回の集会でかなり多くの人数を表彰するので時間が足りない」と

いった課題も出ていました。そこで、今年度より全校表彰をお昼の全校放送（給食時間の放送）の際に行っています。

「依頼があってもすぐに実施できる」や「できるだけ多くの児童を表彰することができる」というメリットからそのような表

彰のシステムに変更した次第です。 

今のところ、2 回の表彰を行いましたが、放送時には、どの教室でも静かに聞き入っている児童の姿が見られたり、自

発的に拍手が起こったりするなど、放送での表彰ならではの光景が見られています。また、放送中の放送室では、放送

委員の児童が賞状授与のバックで拍手を行ったり、「おめでとう」の声をかけたりするなど、臨場感あふれる表彰になる

ように演出してくれています。そして、表彰の最後に「一言コメント」として、表彰を受けた児童が一言を述べるような流れ

になっていますが、「嬉しかった気持ち」や「今後の更なる抱負」などを笑顔で述べています。全校児童が聞き入る中で、

自身の思いを述べることは大きな経験だと考えます。これからの表彰も楽しみです。 

全校表彰のシステムを変えました 

授業参観（2回目）は、ありがとうございました 
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